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Ⅰ 緒 言

種子発芽の際に於る代謝については有税成分の例からの研究は多数報告されているのであるが,無機

成分については,これが放くべからざるものであるという点についてはよく知られているもの ･ゝ内部

変化に関する詳細な研究は少い.無磯成分の中で加凪は植物生育にとって極めて重要な意義を有するこ

とは既に周知の通りである.元来加里は新 しい組織,新薬,新税の形成される部分に多 く存在すると報

告されているが(1),その代謝機構の詳細な点については不明の点が少くない.この原因の一つとして加
盟の定量法が考へられる.

即ち従来種々の定量法が発表されて来たくLl),がこれらの方法はすべて撲量の試料に対して正確且迅速

に行う方浜とは云へなかったという点にあると考へられる.最近に至り,植物生理学的分野に於る微量

の加里の定量法として,アイソトープによる方法と,フレ-ムスペクト｡フォ 下メータ-による方法と

が,各方面で取上げられるに至っているし3),前者によれは外部から吸収された加里の移動状態を追跡す

ることが出来る.然しながら我々は後者による方法を行っているので,外部から加里を全く供給せず自

らの貯蔵する加iliが発芽と共にどの様に子葉から生長点-移動して行くであろうかその過程をペックマ

ンD.U型フレームスペクト.,フォ トメ-ク-を用いることにより追跡した結果興味ある現象を認めた

ので次にその詳細を報告する.

皿実 験 方 法

A 実験試料及び栽培方法

(i) 品 位･･････薫は ｢コイワイカブ｣,大根は ｢ショウゴイン｣を用い,ともに信大附属農掛 こ於て
前年 (昭29年)採種されたもので,容積は 中ゞ程度の色沢深く出来るだけ均一のものを撰別して用い

た.

(ii) 栽培方法--内経3寸のシャーレ一に湿した波紋を附したものと,酸及びアルカリで処理し後充

分水洗して中性に至った砂を用いるものとの二法を併用し,15日までの生育のものは前者,15日以後

の生育試料とするものは後者によった.

(iii) 招種期--1954年10月29El,研究室々内.

(iv) 播種畳･･.･･･各シャ-t/-にコイワイカブ種子30枚 ショウゴイン20粒を密度 1cmxl.2cmにて

播種した.

(V) 脚 巴区･･･-無肥料区に於ては種子自らの貯蔵加盟の移動を追跡するのが本研究の目的であるが

栽培期間を約 1a-月とした めゝ加里を除いた他の成分の影響をみるべく無肥料区に対し,施肥区を対

照試験区として肝行栽培した.読菜に対しては春日井博士等の各組の培葦液があるが,加里を全く外

部から供給しない場合を目標としている 本実験に於ては,N成分として (NH4)2C03を,燐酸成

分として Na2HPO4･12H20を用いた･ 蒸溜水 11中に･前者約0.383g後者0.0573gを洛解 し
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pH-6･5に調製したものを 2倍に稀釈し

て使用した.無肥料区の場合は,給水を霞

日9時に行ひ,施肥区の方は4日おきに培

養液を更新した.

B 分析試料の調製(4)

(i) 発芽電子の分析試料調製

分析試料調製に於る作物の撰択は各↓ヤ

ーレ-の発芽総数のうち茎丈,茎の太さ,

菓面積,葉色その他生育概要が正常で平均

的とみられるものをコイワイカブ20本,シ

ョウゴイン15本,撰抜 し,20ccの蒸滑水で

供試作物に附若している爽推物 を洗 ひ去

り,乾燥淀紙で軟く水分を除き,良く切れ

る港で茎と子葉の附着部分を切断し子葉の

みを供試作物とした. (質-･葉が発生した

場合勿論第-葉は分解試料には用いない.)
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Figl･CalibrationcurveofPotassium･
Wavelength768mFL,Slit0.1mm

か くして得られI=試料は一項 濃硝酸3cc,30%過酸化水素液 2ccの混液の中に浸す.後両者各 2ccの混

液 4ccを用ひ,揚煎上にて分解を行う.蒸発乾固せば再び前記の混液4ccを加-ること3回に至ると

分解は終了する.この様に行へは試料は黒色から褐色,黄褐色を経て淡黄色に至る･かくして椅酸加

盟の形態に導いた後蒸溜水を用いて10ccに潤すと無色の溶液となり,このものを次に記する炎光分光

分析に用いた.

(ii) 種皮の加里含量測定

種皮のみを単独に分解することは摸量のため誤差を生じ易い恐れがあると考へられるので,各生長

期の種皮を有する在英の仝含量から,種皮を除いた種実の含量を差引く方法によった.

C 炎光分光光度計による加里の定量法

ペックマンD.U型分光分度計にフ1,-ムアタッチメ-/Ttを装置し酸素.水素焔を使用して行った.

瓦斯圧力酸素 llpsi,水素 4_psi波長は 768mFL.ス1)ツト巾0･1mmとした･標準検量線作成には,

Merck製 KClを用いた.この場合に於て試料濃度に相当する10-10CtOppm の問では,殆んど直線状

であった.試料の測定は≡同行ひ,その平均を求め,検量線から加血合量をK20 として算糾した.

軌 実 験 結 果 及 び 考 察

A 種子中に含まれる加里含量

種子の形状別加盟含量の差をみるため,大中′J､の三区に分けて測定を行った結果は次の通りであった.
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この結果によれば,出芽種子の形状の大･申･小の相違により加旦含量に影響が認められるので,発芽

柾実のみは全部,中を用いコイワイカブ 100g当りK20平均 1732mg, ショウゴイン 100g当りK20

平均 2793mgを平均含量とした.

B 種皮中に含まれる加里含量 第3表 種皮中の加盟含量の変化

種皮は,発芽が進むにつれて加盟が代謝に関係ある

ならば,その含量は増減すべきである.この点を明ら 日 数

かにするべく測定した結果は,第3表の如くであった.

右表の結果によれば,明らかに発芽 と共に加盟分は

種皮から他の部分に移動するため漸減の傾向があるこ

とが認められる.
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C 発芽桂子々真申に放ける加里含量の変化
加里が生長盛んな部分に集中するか香かを確認する方法として,生長点部分を採取して直接定量する

方法もあるが,子葉に残存する加盟分量を定量することにより間接に行 うことも出来る筈である.試料

の採取量の誤差から考えると.後者による方法の方が誤 りが少いと考えられる.本報告では,前掛 こ於

て巾粒種子に含まれる加皿全含量をZP均的に求めてあるので,他から加Blの供給のない状態に於ては,

この全含量より子葉に残存せる含量を差し引きしたる値は他の部分に移動した加血量を示すものと考へ

られる. ｢コイワイカブ｣及び ｢ショウゴイン｣の二種についての結果を表示すると, 第4表及び第5
表の如くであった.(但し第四表,第五表中のPPMは各分析試料 10ccの濃度.)

第4表 コイワイカブ子葉中の加盟含量と発芽El数 (無 肥 区)

(N,P添 加 区)
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第5表 ｢ショウゴイ-/｣子葉中の加盟含量と発芽日数 (無 肥 区)
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第四表,第五表の結果のうち,種英の子葉

中に残存した K20 の含量を播種当初の乾燥

種実 100gに相当する発芽種英に含有されて

いる仝加盟量のうち生長点に移動しなかった

量と考えて図示すれば第二図,第三国の如く

である.

｢コイワイカブ｣も｢ショウゴイン｣もとも

に子葉中に於る含量のピークは,二つ認めら

れる.最初発芽期に最高となり,次いで第一

子葉発生直前に第二の山が認められる.この

傾向は N.Pを与えた堤合に於いても同一で
ある.但し,N.Pを与えたものは,含量曲
線が両者とも上廻っている点が注目される･

即ち,種子発芽中に於て,Kの移動に対■L
N.Pがかなり影響を示すものであることが,
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Fig2.TIleChangeofpotassium contentsinturnlP
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敬,今後の共験に於てこの点を責に考察したいと考-る.

摘

この結果からも知られる.

子葉中に於る加里含量の最低となる谷の部

分を示す時期は,子葉から他に移動したこと

を示すものである.第一の谷は,側板の発生

の時期であり,第二の谷は第一子葉発生によ

るものであると考えられる.即ち,この現象

は,新組織発生の場合に於いては,その部分

に著しい加里の集中が起るのであろうと考え

られる.

この場合に於て,子葉がその中間期に加盟

を貯蔵するものであるか否かはこれだけの実

験では明言出来ないが,発芽初期に於て加Bi

含量が増減することは興味ある専英 であ る

要

1.炎光分光光度計により,｢コイワイカブ｣及び ｢ショウゴイ-/ダイコ:/｣の種実の金加里量を定量
した.その結果,大･中･小の形状に分類して定量すると,｢ショウゴイン｣の場合には,その差は僅少
であるが,｢コイワイカブ｣に於ては若干の差を認めた. 申粒に於る垂加里量の平均は,｢コイワイカ
プ｣1.73%,｢ショウゴインダイコン｣2.79%であった.
2.両者とも種艮中に於る全加盟量は,発芽と1もに減少の一路をたどる傾向を認めた･

3.子葉中に於る加盟含量は,発芽経過日数とゝもに,著い ､変化を示す.即ち｢コイワイカブ｣及び

｢ショウゴインダイコン｣ の両者とも第1のピークは,発芽直後根毛側板毛発生の前であり, 第2のピ

ークは,第一子葉発生の直前であった. この傾向は,外部からN及びPのみを与へた場合に於ても同

様に認められた.

4.本実験に関するかぎり発芽初期に於る子葉は加盟に対する貯蔵庫的性格の役割を演じている様 に

認められた.
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Summary

1.Theptassium contained inturnipand radish seedswasinvestigated by theflame

sl光CtrOphotometricmethod.

2_TheaverageK20contentcontained in turnip sf治dsofmiddlesizewas1.73%,and

thatinradishones,2.79%.

3.AremarkablechangeofK20 contentwasfoundinthegerminatingseedsinthecase
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oftheturnipaswellasoftheradish.ThefirstpeakofK20 contentinthecotyledonwas

foundimmediatelybeforetheformationofroot.andthesecondpeakwasfoIlowedbythe

developmentoftllefirstleaf.(Fig.2,Fig.3)

Thistendencydidnotseemtovarybytheadditionofnitrogenandphosphoricacid･

4.Thepotassium inseedcoatsdecreasedgraduallyinproprtiontothedayselapsed

aftergenninatiom

5.Fromtheresultsabovementioned,thecotyledonseemedtobethederx)tforrK)taSSium

duringthefirststageofgrowth oftheturnipandtheradish.
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